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仏像を壊さずに木の種類を調べる
－非破壊的な識別法の開発－

要　旨

　古来、木材は日本文化の根本を支えており、国宝など多くの文化財に用いられています。
仏像などの文化財を保全・修復する際には、どのような樹種が材料として使われているかを
知ることが必要不可欠です。材料の樹種を知ることは、文化財が作られた歴史的・文化的な
背景を理解するためにも重要であり、ひいては日本文化を理解する手がかりとなります。文
化財の調査は壊さないことが原則であり、木材の樹種を調べる際にも非破壊的方法が求めら
れます。そこで、非破壊方法である近赤外分光法が木材の種類を知るために有効かどうかを
検討したところ、近赤外線の波長を変えることによって、針葉樹材と広葉樹材との区別や、
カヤ材の判別が可能となりました。

仏像に多く用いられている木材の種類
わが国で仏像などの木彫像に用いられている樹種はあ

る程度限られていることが分かっています。特に、国宝
や重要文化財などに指定されている文化的に価値の高い
仏像には、ヒノキ、カヤ、クスノキ、カツラ、ケヤキな
ど特定の樹種が使われています。

近赤外分光法とは
　近赤外線は、可視光線と赤外線の間にある波長の光で、
目には見えない光です。この光は、①個々の化学成分に
よって特定の波長の光が吸収される、②物質の中まで光
が届く、③対象物への影響が少ない、④水分を含む物体
の中にも光が入りやすい、という特徴があり、血中の酸
素濃度の測定、農産物の糖度や酸度の測定、空港でのペ
ットボトルの中身の種類を調べる装置など、我々が日常
的に目にする非破壊的な計測装置で広く活用されていま
す。近赤外分光法によって木材の種類を調べる場合には、
対象となる木材の近赤外線の吸収スペクトルを測定しま
す（図 1）。あらかじめ由来のはっきりした標準試料を
いくつか用意しておき、その試料の吸収スペクトルの形
から木材の種類を分けることができるかを調べます。

由来のはっきりした木材試料
標準となる由来のはっきりした木材試料として、森林総

合研究所の木材標本庫の標本を用いました（図２）。森林

総合研究所木材標本庫には、現在、国内外の約 8,000 種、
28,000 個体の樹木から得られた木材標本が集められていま
す。これは日本では最多の標本数で、現在も国内外の研究
機関と連携して、標本の充実を図っています。

近赤外分光法で木材の種類を分ける
比較的短い波長領域の近赤外線の吸収スペクトルを用

いて分析した結果、木彫像に多く用いられているカヤ材
は、他の樹種との区分が可能であることが分かりました

（図 3）。一方、長い波長領域を用いた場合には、針葉樹
材と広葉樹材とを区別できることが確認できました（図
4）。このように、利用する波長によって、分けること
ができる樹種のグループが異なることが分かりました。
現在、さらに精度良く分けることができる波長領域を探
索するほか、この結果が、伐採後長い期間を経て表面が
光や熱にさらされた文化財にも実際に応用できるかを検
証しています。 

本研究は、科学研究費補助金「木彫像の樹種識別技術
の高度化」(25292109) による成果です。
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図 3　比較的短い波長 (830-1,150 nm) 領域を
利用した主成分分析
　カヤが他の樹種と分けられます。

図 1　近赤外分光分析法による木材からのスペクトル測定
光が出るプローブの先端を木材の表面に軽く当てて測定します。

図 4　比較的長い波長 (1,300-2,500 nm) の領
域を利用した主成分分析
　広葉樹と針葉樹を分けられます。

図 2　森林総合研究所の木材標本庫と木材標本
約 8,000 種、28,000 個体の由来の明確な樹木から得られた木材標本を所蔵し、所蔵量は日本最大です。

  

図 3 比較的短い波長（830-1150 nm）の領域を利用した主成分分
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    カヤが他の樹種と分けられます。 
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図 4 比較的長い波長（1300-2500 nm）の領域を利用した主成分分析 

    広葉樹と針葉樹を分けられます。 
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